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結論では，第 1 章から第 4 章までで得られた成果をまとめている。
論文審査の結果の要旨
船舶の推進性能を向上させ省エネルギー化を図るという命題は造船学上重要な基本的課題であり，多くの研究が行
われているが，近年船尾を左右舷非対称にするという新船型が提案され，その流体力学的検討が活発になされている。
本論文は，このような背景のもとに，他の非対称船尾船とは異なる，新しい発想に基づく非対称船融合型について，
詳細な流体力学的検討と模型実験による研究結果を述べたもので，多くの評価すべき内容を含んでいる O その主要な
点を挙げると次の通りである。
(1) 非対称船尾の発想の基本はフ。ロペラの回転方向に対して逆回転する流入流場をあらかじめ与えるというもので
あるが，この実現のための具体的船尾形状として従来のものと異なる考えに基づく船型を提案するとともに，その
特性を流体力学的に，また模型実験により詳細に検討しその船型が実用化も可能であり，かっ省エネルギー上有
望な船型であることを示している。
(2) 理論的，実験的検討の過程で，プロペラ流入流場とプロペラ作動による吸引効果との相互干渉に関し有効回転流
という新しい概念を提案し，その重要性を指摘するとともに，この導入により非対称船尾船の船尾流場特性に対す
る理論的構成を明確なものにしている。
(3) 非対称船尾により生じる船長方向に軸をもっ縦渦の誘導抵抗の計算法とその尺度影響につき論じ，模型船にお
げる結果から実船状態を推定するための基本指針を提示している。
(4) 非対称船尾船の白航試験結果の解析方法として新しい方法を提案し，その妥当性を詳細に検討するとともに，
模型実験結果から実船性能の推定が可能であることを示している。
以上のように，本論文は新しい概念の非対称船尾船型の提案を行うとともに，その船尾流場の構造と特性，抵抗・
推進性能を流体力学的に，また模型実験により詳細に論じたもので，船型の発想と理論的，実験的検討過程に多くの
独創性を含んでいる。また理論展開と実験内容は妥当かっ綿密で、あり，得られた成果は船舶流体力学上ならびに造船
技術上貢献するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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